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町が一面の雪景色



３　広報あしきた 広報あしきた　２

藻場の再生を

　１月９日（土）、きずなの里で、熊本県
立大学、芦北漁協が主催して八代海アマモ
場・ガラモ場再生に関する講演会が行われ
ました。芦北高校の報告や小松輝久東京大
学海洋研究所准教授と寺田竜太鹿児島大学
水産学部准教授の講演がありました。講演
の中で「世界中で藻場を守る動きが広がっ
ている」「藻場は生命の源」など藻場再生
を唱えられていました。

田口信義さん県知事表彰

　優れた技能を持つ技能士や職業能力開発
の促進及び技能検定に関する普及促進に功
績があったとして、田口信義さん（白岩）が、
熊本県知事表彰を受賞されました。
　田口さんは、左官協同組合熊本県理事を
１０年努められています。「今後も、地域
の発展と若者育成に尽力していきたい」と
話されていました。

若き農業の担い手

　熊本県内の農業担い手の青年農業者が、
日頃のクラブ活動やプロジェクト活動の成
果などを発表する第４９回熊本県青年農業
者会議が県庁で開催されました。
　芦北地方４Ｈクラブ（福浦克洋会長以下
１７人）から「４Ｈの主張」で井川晃宏さ
ん（写真 : 中）、「共同プロジェクト」で吉野充
浩さん（写真：左）、「クラブ活動」で芦北地方
４Ｈクラブがそれぞれ表彰されました。

全国レベルの妙技

　１月２４日（日）、しろやまスカイドー
ムで第６回芦北町音楽祭が開催されまし
た。芦北町吹奏楽団のオープニングで始ま
りコンサート、マーチングが行われました。
　出演した専修大学玉名高等学校は、全国
大会や海外でもマーチングを披露してお
り、スピーディーで力強く、息の合った演
奏演技に集まった約５００人の観衆は魅了
されました。

　

１
月
10
日
（
日
）、
県
内
で
最
も

古
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
第
60
回
熊

日
三
太
郎
駅
伝
競
走
大
会
が
、
水
俣

市
役
所
前
を
ス
タ
ー
ト
、
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
前
を
ゴ
ー
ル
と

す
る
６
区
間
（
中
学
生
は
10
区
間
）

４
０
．
９
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
水
俣
市
、
葦
北
郡
と

八
代
市
二
見
地
区
か
ら
一
般
９
、
高

校
３
、
中
学
８
の
合
計
20
チ
ー
ム
が

出
場
。
各
部
門
と
も
単
独
チ
ー
ム
で

タ
イ
ム
を
競
い
、一
般
は
単
独
の
外
、

Ａ
・
Ｂ
両
チ
ー
ム
の
合
計
タ
イ
ム
で

総
合
優
勝
を
競
い
ま
し
た
。
芦
北
町

か
ら
は
、
一
般
の
部
に
芦
北
町
Ａ
・

Ｂ
・
Ｃ
、
高
校
の
部
に
芦
北
高
校
、

中
学
校
の
部
に
田
浦
中
、
佐
敷
中
、

湯
浦
中
が
出
場
し
、
タ
ス
キ
を
つ
な

ぎ
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
に
水
俣
市
役
所
前
を
一

斉
に
ス
タ
ー
ト
、
一
般
の
部
で
は
１

区
で
水
俣
市
Ａ
・
Ｂ
が
抜
け
出
し
ま

し
た
が
２
区
で
芦
北
町
Ａ
が
先
頭
に

立
ち
、
そ
の
後
首
位
を
譲
る
こ
と
な

く
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
芦
北
町

Ｂ
も
２
位
に
入
り
一
般
総
合
で
の
完

全
優
勝
で
２
年
ぶ
り
の
栄
冠
を
手
に

し
ま
し
た
。

　

内
田
喜
一
監
督
は
、「
昨
年
の
悔

し
さ
を
選
手
全
員
が
持
っ
て
い
た
。

選
手
だ
け
で
な
く
周
り
の
ス
タ
ッ
フ

と
一
丸
と
な
っ
て
戦
っ
た
結
果
で
大

変
喜
ん
で
い
ま
す
。
沿
道
か
ら
の
声

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
新
記
録
で
２
年
ぶ
り
の
栄
冠

〜
第
60
回
熊
日
三
太
郎
駅
伝
競
走
大
会
〜

成績（上位と町関係）
【一般総合】

①芦北町　４時間４４分４７秒（大会新）
②水俣市　４時間５５分１１秒
③津奈木町　５時間１９分５８秒

【一般チーム別】
①芦北Ａ　２時間２０分３３秒
②芦北Ｂ　２時間２４分１４秒
③水俣Ｂ　２時間２７分０５秒
⑤芦北Ｃ　２時間３０分１０秒

【高校】
①水俣高校　２時間２８分５２秒
②芦北高校　２時間２９分２０秒

【中学】
①袋中　　　２時間２６分１８秒
②津奈木中　２時間２７分２２秒
③湯浦中　　２時間２７分３７秒
⑥田浦中　　２時間３３分０１秒
⑦佐敷中　　２時間３４分４３秒

１位・２位のフィニッシュを飾った
森山選手（写真：左）と神瀬選手



　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

ナ
ム
ネ
ッ
ト
で
す
。

　

私
は
、
９
月
か
ら
佐
敷
小
学

校
で
、
学
校
教
育
と
音
楽
を
主

に
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
の
お
か
げ
で
無
事
に
研
修

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。私
の
音
楽
と
絵
の
技
術
は
、

と
て
も
向
上
し
ま
し
た
。
大
変

お
世
話
に
な
っ
た
今
村
義
明
さ

ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
芦
北
で
、

研
修
が
で
き
て
、
本
当
に
私
は

幸
せ
で
す
。
勉
強
し
た
こ
と
や

経
験
し
た
こ
と
は
全
部
、
持
っ

て
帰
っ
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど

も
た
ち
に
教
え
ま
す
。

　

芦
北
の
み
な
さ
ん
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
た
く
さ
ん
の
援
助
を
し

て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
12
月
に
は
４
校

目
の
学
校
を
建
て
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。
11
月
９
日
に
私

の
娘
が
生
ま
れ
た
と
き
、

日
本
に
感
謝
す
る
た
め

と
思
い
出
の
た
め
に
日

本
語
の
「
ゆ
き
」
と
い

う
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
日
本
と
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
関
係
が

長
く
続
く
こ
と
を
強
く

望
み
ま
す
。
最
後
に
な

り
ま
し
た
が
、
今
村
さ

ん
、
町
長
さ
ん
、
佐
敷

小
学
校
の
み
な
さ
ん
、

た
い
へ
ん
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

広報あしきた　４５　広報あしきた

韓国から自治体職員協力交流研修員 こんにちは 徐
ソ

 芸
イェ

 彦
オン

です  
　

１
月
の
始
め
に
ソ
ウ
ル
で
は
観
測
史

上
最
高
の
大
雪
と
な
り
、
一
面
が
銀
世

界
に
な
っ
た
よ
う
で
雪
大
好
き
な
私
に

と
っ
て
は
、
そ
の
場
に
い
な
い
の
が
残

念
で
し
た
が
、
韓
国
の
雪
雲
が
日
本
に

渡
っ
て
き
た
の
か
、
芦
北
に
も
積
雪
が

あ
り
、
雪
景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
も
久
々
の
雪
に
喜
ば

れ
ま
し
た
か
？

　

さ
て
、
年
が
明
け
て
、
帰
国
の
日
が

近
づ
い
て
く
る
の
に
つ
れ
て
、
複
雑
な

心
境
で
胸
い
っ
ぱ
い
の
私
で
す
。

　

大
学
時
代
偶
然
東
京
に
語
学
研
修
に

行
き
、
日
本
語
の
実
力
向
上
と
い
う
遠

大
（
？
）
な
夢
は
叶
わ
ぬ
ま
ま
帰
国
し

て
か
ら
、
学
生
対
象
の
安
い
パ
ッ
ク

で
関
西
地
方
を
旅
行
し
て
以
来
、
区

役
所
の
職
員
と
な
り
、
日
本
の
地
を

踏
む
こ
と
は
お
そ
ら
く
な
い
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
友
だ
ち
に
誘
わ
れ
、

07
年
の
九
州
旅
行
を
皮
切

り
に
、
08
年
に
は
本
来
の

旅
行
目
的
地
だ
っ
た
タ
イ

で
の
韓
国
人
テ
ロ
事
件
の

た
め
、
急
遽
東
京
に
目
的

地
変
更
！
そ
し
て
、
ま
さ

か
09
年
度
に
は
協
力
交
流

研
修
員
と
し
て
、
日
本
に

来
る
と
は
！

　

特
に
国
境
を
越
え
て
私
と
厚
い
友
情

を
交
わ
し
た
芦
北
で
出
会
え
た
方
々

は
、
私
に
と
っ
て
一
生
の
宝
物
に
な
り

ま
し
た
。
た
っ
た
一
人
の
知
り
合
い
す

ら
い
な
い
私
を
、
忙
し
い
時
間
を
割
い

て
観
光
地
や
穴
場
温
泉
、
グ
ル
メ
ス

ポ
ッ
ト
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た

り
、
家
に
招
待
さ
れ
た
り
と
、
や
さ
し

く
し
て
く
だ
さ
っ
て
寂
し
さ
は
全
く
感

じ
な
か
っ
た
で
す
。
韓
国
に
「
裾
だ
け

擦
れ
て
も
縁
」と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。

来
世
に
縁
の
あ
る
人
々
だ
け
が
袖
を
一

度
擦
れ
る
縁
に
恵
ま
れ
る
そ
う
で
す
。

　

私
の
人
生
で
日
本
は
今
や
欠
か
せ
な

い
も
の
に
な
り
、
大
切
な
み
な
さ
ま
と

の
縁
を
こ
れ
か
ら
も
繋
げ
て
い
き
た
い

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

モンゴル民族音楽団

　１月２３日（土）、２４日（日）の２日
間、佐敷交流館桝屋と古石みどりの里にお
いて、モンゴルでゴミ捨て場などに暮らし
ている家族の生活支援を行うためにチャリ
ティーコンサートが開催されました。
　参加した聴衆は、モンゴルの首都・ウラ
ンバートルで活躍している５人グループの
民族音楽を十分に楽しんでいました。

若き外国の行政官訪問

　１月２７日（水）、政策研究大学院大学
に留学しているアジアや中欧諸国２０人が
芦北町の国際貢献に関して視察に訪れまし
た。各国の将来のリーダーとなりうる行政
官が人的ネットワークを構築する目的で来
町されました。意見交換では、「芦北町の
国際交流」や、「少子化対策」などの質問
がありました。

　平成２２年度緊急雇用対策事業を活用し、次の仕事がみつかるまでのつなぎとして臨時職員
及び非常勤職員を募集します。

●募集人数　４０人　●対象　離職した労働者
●種別（【　】は雇用期間）　　
　①除草作業・海岸や道路の清掃作業など（商工観光課）２０名
　　日額５, ４５０円〜６, ０８０円×２０日×６ヶ月（１日８時間）　【４月１日～９月３０日】

　②町立保育所の保育業務など（福祉課）３名　「保育士免許」

    　日額６, ９００円×２０日× 6 ヶ月（１日８時間）　【４月１日～９月３０日】

　③農地実態調査など（農林水産課）１名　「パソコン入力ができる方」

　　日額５, ０８０円×２０日×６ヶ月（１日８時間）　【４月１日～９月３０日】

　④体育施設の除草や清掃作業など（生涯学習課）１名
　　日額５, ４５０円〜６, ０８０円×２０日×６ヶ月（１日８時間）　【４月１日～９月３０日】

　⑤し尿処理状況の調査など（上下水道課）２名　「パソコン入力ができる方」「普通運転免許」

　　日額５, ４５０円〜６, ０８０円×２０日×６ヶ月（１日８時間）　【５月１日～１０月３１日】

　⑥小中学校授業支援員（教育課）１３名　「教員免許及び経験者」

　　日額７, ５００円×２０日×６ヶ月（１日 6 時間）　【４月１日～９月３０日】

●提出書類　履歴書（写真付）　※希望職種を種別番号で記入ください。
●募集期限　平成２２年２月１９日（金）まで商工観光課へ提出ください。
●選考方法　書類審査、面接

芦北町臨時職員及び非常勤職員募集

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
か
ら
の
研
修
生

　
　
　
　
ナ
ム
・
ネ
ッ
ト
さ
ん
帰
国

※お問い合わせ　①〜⑤　商工観光課商工係　☎８２ー２５１１（内線１７１）
　　　　　　　　　⑥　　教育課学校教育係　☎８７−１１７１（内線１２３）

キーボード演奏で研修の成果を披露するナムさん
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　芦北町では、一人暮らし高齢者や高齢
者のみの世帯、重度障害者の方などを対
象に、日常生活用具（火災警報器等）の
購入費用を助成する制度があります。
　助成を受けたい方は、一定の基準があ
りますので、購入前にお問い合わせくだ
さい。
※お問い合わせ
　福祉課障害者福祉係・高齢者福祉係
　☎８２−２５１１（内線１５２）

　　　 取り付けましたか？

住宅用火災警報器

0
1
2
3
4
5
6
7
8

　戸建住宅、アパート、マンションなどの住宅火災による死者数は、建物火災による死者数全
体の約９割を占めています。そのうち実に約６割近くが６５歳以上の高齢者です。今後、高齢
化により、住宅火災による死者数が増加するおそれがあります。こうした状況のもと、火災の
発生をいち早く知らせてくれる住宅用火災警報器の設置が義務付けられました。
　新築住宅については、平成１８年６月１日からすでに義務化され、また、既存住宅について
も平成２３年５月３１日までの間に設置しなければなりません。
　皆さんの生命と財産を守るためにも、まだ設置されていないご家庭では、ぜひ早めに取り付
けてください。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
必
要
性
は
、
統
計
的

に
も
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普

及
が
進
み
、
死
者
数
が
普
及
前
の
半
分
に
減
少

し
ま
し
た
。（
図
１
）
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
で
も

同
様
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
も
、
設
置
の
有
無
で
見
た
住
宅
火
災

100
件
当
た
り
の
死
者
数
は
、
設
置
な
し
の
住
宅

に
比
べ
、
設
置
あ
り
の
住
宅
は
約
３
分
の
１
程

度
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。（
図
２
）

火
災
警
報
器
の
設
置
方
法
は
？

火
災
警
報
器
の
設
置
場
所
は
？

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
普
段
、
誰
か
が
就
寝
に
使
う

部
屋
（
寝
室
）
に
設
置
し
ま
す
。
寝
室
が
２
階
以
上
に
あ

る
場
合
に
は
、
そ
の
階
の
階
段
に
も
設
置
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

●寝室（設置義務）
就寝に使用する部屋の天井又は
壁面に設置します。

●階段（設置義務）
就寝に使用する部屋
がある階の階段の踊
り場の天井又は壁面
に設置します。

●台所（任意設置）
台所の天井又は壁面
に設置します。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
大
き
く
分
け
る
と

「
煙
」
に
反
応
す
る
「
煙
式
」
と
、「
熱
」
に
反

応
す
る
「
熱
式
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
煙

や
熱
の
ほ
か
に
も
、
ガ
ス
漏
れ
な
ど
も
感
知
す

る
「
複
合
型
警
報
器
」
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
、
壁
に
か
け
る
タ
イ
プ
と
天
井
に
設
置
す
る

タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

火
災
警
報
器
の
効
果
は
？

火
災
警
報
器
の
種
類
は
？

悪
質
な
訪
問
販
売
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
不
適
正
な
価

格
で
販
売
な
ど
を
行
う
悪
質
な
訪
問
販

売
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

消
防
署
や
自
治
体
の
職
員
が
個
人
宅

を
訪
問
し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

あ
っ
せ
ん
や
販
売
を
行
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
特
定
の
業
者
に
販
売
を

委
託
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

購 入 さ れ る 際 に は、
感度やブザーの音量な

どが省令などの基準に合格したＮ
Ｓマーク（日本消防検定協会の鑑
定合格証）付きの住宅用火災警報
器を購入の目安にしてください。

【図１】

【図２】

設置なし 設置あり

6.1 人

1.8 人

←
天
井
取
り
付
け
タ
イ
プ

↓
壁
取
り
付
け
タ
イ
プ

※
お
問
い
合
わ
せ

　

消
防
本
部
予
防
課

　

☎
（
６
３
）
１
１
９
２

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
室

　

☎
０
１
２
０
（
５
６
５
）
９
１
１

　

火
災
の
煙
は
上
に
昇
っ
て
天
井
に
広
が
り
ま
す
。
煙
が

地
面
に
下
り
て
く
る
ま
で
に
は
、
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
煙
の
性
質
を
理
解
し
、
正
し
い
位
置
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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■ 

災
害
時
要
援
護
者

　
　
　
　
　
支
援
制
度
と
は
？

　

災
害
が
起
き
た
と
き
、
手
助
け
（
援
助
）

を
必
要
と
す
る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
の

方
に
対
し
て
、
行
政
区
、
消
防
団
、
自
主
防

災
組
織
、
民
生
委
員
、
ご
近
所
の
方
な
ど
地

域
が
連
携
し
て
支
援
す
る
制
度
で
す
。

■ 

災
害
時
要
援
護
者
と
は
？

　

災
害
が
発
生
す
る
と
、
避
難
行
動
や
避
難

生
活
に
困
難
が
生
じ
る
方
で
、
具
体
的
に

は
、
次
の
対
象
者
を
災
害
時
要
援
護
者
と
し

ま
す
。
た
だ
し
、
災
害
時
に
お
い
て
本
人
又

は
家
族
等
の
同
居
者
に
よ
る
避
難
が
可
能
な

方
や
災
害
時
要
援
護
者
登
録
申
請
に
同
意
し

な
い
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

❶
高
齢
者
（
一
人
暮
ら
し
、
寝
た
き
り
、
認

　

知
症
等
）
の
方

❷
障
が
い
者
（
身
体
、
知
的
、
精
神
）
の
方

❸
乳
幼
児
（
０
～
５
歳
児
）
や
妊
産
婦

❹
難
病
患
者
の
方

❺
外
国
人

❻
そ
の
他
一
人
で
は
避
難
が
困
難
な
者

■ 

災
害
時
に
支
援
を
受
け
る
に
は

　

福
祉
課
へ
登
録
申
請
書
を
提
出
し
て
下
さ

い
。

❶
こ
の
制
度
を
利
用
し
た
い
人
は
、
事
前
に

　

登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

❷
ご
近
所
の
人
な
ど
で
支
援
し
て
く
れ
る
人

　
（
地
域
支
援
者
）
を
決
め
て
、
登
録
台
帳

　

に
載
せ
る
こ
と
の
同
意
を
得
ま
す
。

❸
登
録
す
る
際
に
、
支
援
の
た
め
に
必
要
な

　

個
人
情
報
を
地
域
支
援
者
に
提
供
す
る
こ

　

と
に
同
意
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■ 

地
域
支
援
者
と
は
？

　
　
　
　
そ
の
役
割
と
は
？

　

地
域
支
援
者
に
は
、
要
援
護
者
へ
の
日
頃

の
声
か
け
や
災
害
が
起
き
た
と
き
の
安
否
確

認
、
避
難
の
手
助
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、で
き
る
範
囲
で
の
支
援
で
あ
り
、

責
任
を
伴
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

普
段
か
ら
気
軽
に
話
せ
る
関
係
を
つ
く
る

と
い
っ
た
心
が
け
が
重
要
で
す
。

※
「
地
域
支
援
者
」
に
な
っ
て
く
れ
る
人
が

見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、
民
生
委
員
等
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
～
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
を
災
害
か
ら
守
る
～

災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度

※お問い合わせ　福祉課　☎８２ー２５１１（内線１５２）

●調査対象者
●希望者

普段の見守り
災害時の支援

（安否確認・避難の手助け）

●自主防災組織など
●近隣住民

●民生・児童委員

登録の同意 台 帳 登 録 者

台帳の開示 台帳の開示

■ 

災
害
時
要
援
護
者
支
援

制
度
の
し
く
み
は
？

協　力

路線バスを利用しましょう！

 ●ご存じですか？路線バスの現状
　現在、路線バスは町内と近隣市町間で運行されてい
ます。路線バスを維持するために、町が民間のバス事
業者に、ほとんどの路線運行を委託しています。
　路線バスの利用者は、高齢者等の方々の生活に密着
した交通手段として長年利用されています。近年、少
子高齢化の進展やマイカーの普及等、生活スタイルの
変化により、利用者は年々減少しています。
　利用者からの運賃収入から運行費用を差し引いた額

（赤字額）を、主に芦北町の補助金（税金）で助成し、
なんとか路線が維持されています。

 ●増加する財政負担
　増加する運行費補助金を削減する
ために、便数を減らす等の方法で取
り組んできました。
　その手法も短絡的で、今や限界状
態となり、運行の存続自体が危ぶま
れています。
　今後は、スクールバスの住民利用
等による再編策を検討し、効率的な
運行体制と財政負担の軽減化を目指
します。

 ●路線バスは必要な交通手段です
　路線バスは、通院や買物等の交通手段として、必要な公共交通機関です。路線バスを利用することで、
運賃収入が増え、バス路線の維持が持続可能となります。

「住民の足は、住民自らが守る」という意識を持って、路線バスの利活用にご協力をお願いします。

 ●路線バスに関するご意見・ご希望をお聞かせください
路線バスの利用や代替策についてのご意見、アイデアをお待ちします。
住所、氏名を記入の上、郵送・FAX 又は電子メールでお願いします。
※締め切り　平成２２年３月３１日（水）ただし、電話での受付は行いません。
※郵送　〒 869-5498　芦北町大字芦北 2015
　　　　芦北町企画財政課政策推進室「路線バス再編」あて
※ FAX　８２ー２８９３
※ e-mail　seisaku@town.ashikita.lg.jp
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35,000

40,000

平成８年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度

（千円）

■ 町補助金額　■ 県補助金額

21,545

30,508
33,022

36,739 37,134

路線バス運行のための補助金額の推移

路線バスの利用と町の財政負担額などの現状についてお知らせします。

●地域支援者



お問い合わせ　保健センター　☎８６ー０２００

　
く
ま
も
と
健
康
づ
く
り
応
援
店

　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

皆
さ
ん
の
健
康
を
応
援
す
る
た
め
の
ヘ
ル

シ
ー
料
理
を
提
供
す
る
く
ま
も
と
健
康
づ
く

り
応
援
店
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

▼
実
施
期
間　

３
月
22
日
（
月
）
ま
で

▼
参
加
店
舗　

熊
本
県
内
１
６
２
店
（
の
ぼ

り
、
ス
テ
ッ
カ
ー
が
目
印
）

▼
応
募
要
項　

応
援
店
等
に
お
い
て
あ
る
応

募
用
紙
に
ス
タ
ン
プ
を
３
個
集
め
て
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

水
俣
保
健
所
保
健
予
防
課

　

☎
（
６
３
）
４
１
０
４

田浦子育て支援センター   ３月の行事
　３日（水）ひなまつり会
　９日（火）絵本の読み聞かせ
１０日（水）お出かけ保育（日奈久公園）
１７日（水）身体測定・誕生会
２４日（水）お別れパーティークッキング
※育児相談も行っています
◆利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　１０時〜１２時３０分　１５時〜１７時３０分
※お問い合わせ　田浦子育て支援センター
　（田浦保育所内）　☎８７−００３４

11　広報あしきた 広報あしきた　10

お
知
ら
せ

固定資産税　　　　４期
国民健康保険税　　７期

※口座振替の方は、残高不足にな
らないようにご確認ください。

２月の町税等納期
のお知らせ

●納期限　　　３月　１日㈪
●口座振替日　２月２５日㈭

「食育」という言葉をご存知ですか？

　
熊
本
県
国
際
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

熊
本
県
で
は
、
在
住
外
国
人
の
方
々
が
地

域
で
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
の
支
援
策
と

し
て
、
熊
本
県
国
際
協
会
内
に
国
際
相
談

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
入
管
法
に

関
す
る
手
続
き
、
住
宅
、
医
療
、
国
際
結
婚
、

就
労
、
教
育
等
の
各
種
情
報
の
提
供
や
生
活

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
来
訪
、
電

話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
の
い
ず
れ
で
も
可
。日
・

英
・
中
・
韓
・
ス
ペ
イ
ン
の
５
ヶ
国
語
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

▼
受
付
時
間　

平
日
10
時
～
16
時

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
国
際
協
会

　

☎
０
９
６
（
３
８
５
）
４
４
８
８

　
食
品
衛
生
責
任
者
養
成
講
習
会

▼
期
日　

３
月
２
日
（
火
）

▼
時
間　

９
時
〜
16
時
30
分

▼
場
所　

水
俣
八
幡
宮
参
集
殿

▼
受
講
料　

会
員
４
０
０
０
円

　
　
　
　
　

非
会
員　

５
０
０
０
円

▼
申
込
期
限　

２
月
22
日
（
月
）

▼
申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
お
問
い
合
わ
せ

　

水
俣
芦
北
地
区
食
品
衛
生
協
会

　

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
６
３
）
３
８
９
１

　水俣・芦北地域では、「単に食の知識を身に付けるだけでなく、様々な経験を通し
て一人ひとりが自ら食を選択する力を習得し、健全で豊な食生活を送ることができる」
ことを目指し食育活動に取り組んでいます。
　今年度はその取り組みの一つとして、田浦小学校と計石小学校の食育フォーラムを
実施しました。
　田浦小学校では、５・６年生の親子でバランスのよいお弁当作りに挑戦しました。
食材はあしきた牛や地元産の野菜などを使い、調理を子ども達の手で行いました。保
護者の方も口や手を出したくなるのを我慢して見守られて
いました。自分で調理したら、いつもは苦手なピーマンも
美味しく食べられた子どもが多かったようです。
　計石小学校では、５年生の親子で地域の特産物を使った
地産地消メニューに挑戦し、地元の食の名人さんに “ えび

飯 ” を教えていただきました。他
にも太刀魚のみりん干し、すり
み、しろご、わかめなど計石で
獲れる海の幸を使ったおかずを、
子ども達はおかわりをして食べていました。
　食に係わる体験を通して、子ども達に『食べ物を選択する力』『味が
わかる力』『料理をする力』『食べ物の育ちを感じ感謝する力』『食文化
を伝える力』『元気な体がわかる力』を身に付けることを目的に芦北町
は食育に取り組んでいます。
　今後も、平成２２年度は佐敷小学校と吉尾小学校。平成２３年度は
内野小学校と大野小学校が取り組んでいきます。

　
環
境
セ
ン
タ
ー
３
月
イ
ベ
ン
ト

【
春
の
こ
ど
も
ま
つ
り
】

　

リ
・
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
、
紙
す
き
、
恐
竜
の

化
石
レ
プ
リ
カ
づ
く
り
な
ど
の
体
験
活
動
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
日　

３
月
22
日
（
㈷
月
）

　大会は、新たなフライングディスクの競技と
して、安全性が高く、どなたでも参加ができる
楽しいスポーツの場を提供するために開催しま
す。スポーツを通じて、たくさんの人とコミュ
ニケーションをとりませんか。
◆期日　３月７日（日）小雨決行
◆受付時間　９時〜
◆場所　御立岬公園ゴーカート場横
◆参加費　１人５００円（保険料含む）
◆募集締切　２月２６日（金）
※どなたでも参加できます。
※申込書は、福祉課にも置いています。
※お問い合わせ及び申込先
　熊本県障害者フライングディスク協会
　☎０９６－３４５－６７２２

第２回バリアフリーディスク
ゴルフ九州大会 in 芦北開催

　古石地区生涯学習センターみどりの里で、
「はたおり教室（昼の部）」を開催します。

◆受講日　２月１７日（水）～３月１０日（水）
　　　　　（毎週水曜日）
◆時間　９時～１６時
◆受講料　５０００円（別途糸代２０００円）
◆募集人員　５人（先着順）
◆募集締切　２月１６日（火）
◆持参品　ハサミ、座布団
※講師　御手洗チサ（日本各地ではたおり修
行し、２年前に古石に移住。専門家からの評
価も高い）
※お問い合わせ及び申込先
　古石地区生涯学習センターみどりの里
　☎８６ー１８３５

　
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
交
流
大
会
参
加
者
募
集

▼
競
技
種
目

　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

ペ
タ
ン
ク
、
ゴ
ル
フ
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
弓

道
、
剣
道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
な
ぎ

な
た
、
太
極
拳
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

サ
ッ
カ
ー
、
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

▼
競
技
会
場

　

熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園　

ほ
か
４
会
場

▼
日
程　

５
月
10
日
（
月
）
〜
22
日
（
土
）

▼
参
加
資
格　
　

県
内
在
住
者
で
、
60
歳
以

上
の
方
（
昭
和
26
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
）
※
健
康
マ
ラ
ソ
ン
女
子
は
50
歳
代

の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
参
加
費　

個
人
競
技　

５
０
０
円
、
団
体

競
技
は
種
目
に
よ
り
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

▼
募
集
期
限　

３
月
19
日
（
金
）

▼
申
込　

参
加
申
込
書
は
、
福
祉
課
又
は
教

育
委
員
会
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

㈶
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　

☎
０
９
６
（
３
５
４
）
３
０
８
３

はたおり初級講座
受講生募集

田浦小学校

計石小学校

　

通
信
制
高
校
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　

湧
心
館
高
校
の
通
信
制
で
は
、
日
曜
日
な

ど
の
授
業
（
年
間
約
28
回
）
や
郵
送
・
放
送

を
利
用
し
た
学
習
に
よ
り
高
校
卒
業
の
資
格

を
得
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

▼
出
願
期
間　

２
月
24
日
〜
３
月
18
日

※
お
問
い
合
わ
せ

　

湧
心
館
高
校

　

☎
０
９
６
（
３
７
２
）
５
３
７
２

▼
時
間　

10
時
～
15
時
30
分

※
参
加
費
無
料
で
す

※
お
問
い
合
わ
せ

　

環
境
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
６
２
）
２
０
０
０



　氏　　名　　   出生日　   性別　 保護者　　行政区

窪田　春
はるみち

道　　１２. ２８　 男　　和　彦　　花岡西
山田　龍

りゅうのすけ

之輔　１２. ２９　 男　　容　輔　　花岡西
吉本　有

あ り さ

佐　　　１. 　６　 女　　　治　　　湯浦南
川畑　一

か ず ま

馬　　　１. １１　 男　　　智　　　花岡西
鎌倉　康

こうすけ

輔　　　１. １３　 男　　英　一　　東告
藤崎　瑛

え い た

大　　　１. １６　 男　　正　邦　　小田浦３
藤崎　湊

そ う た

大　　　１. １６　 男　　正　邦　　小田浦３
山　晶

あ き と

翔　　　１. ２２　 男　　直　樹　　田浦４

振
り
込
め
〜
！

振
り
込
め
〜
！

振
り
込
め
〜
！

13　広報あしきた 広報あしきた　12

芦北消防署からのお知らせ　　火事と救急は１１９
※お問い合わせ
　芦北消防署　☎８２−４７３１

島
陰
に
水み

お脈
を
曳
き
つ
つ
漁
り
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
ミ
ツ
オ

田
楽
で
一
家
団
欒ら

ん

大
晦
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竪
野
正
則

小
春
日
や
山
茶
花
地
入
り
の
老
い
二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
あ
き
え

南
天
の
実
の
鮮
や
か
に
線
路
わ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漆
橋
ヨ
シ
子

戦
友
の
賀
状
減
り
ゆ
き
吾
れ
も
老
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
森
嘉
市

【
芦
北
町
民
講
座
】

窓
の
外
い
く
年
ぶ
り
の
積
雪
か
真
白
き
世
界
に
雪
が
舞
う
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
邦
子

珍
ら
し
く
窓
の
外
に
は
雪
景
色
次
か
ら
次
に
降
り
つ
も
る
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
苓
子

久
々
に
山
も
野
原
も
銀
世
界
幼
き
こ
ろ
の
遊
び
を
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
上
洋
子

菜
箸
の
ご
と
す
く
と
立
ち
冬
枯
れ
の
庭
に
か
ぐ
わ
し
き
水
仙
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
田
み
の
ぶ

加
害
者
が
桎
梏
を
口
に
す
会
見
に
企
業
主
た
る
資
質
問
い
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
﨑
久
子

【
田
浦
短
歌
会
】

ふ
る
さ
と
の
こ
と
ば
訛

な
ま
り
に
安
堵
す
る
阿
蘇
の
ホ
テ
ル
の
露
天
風
呂
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
山
澄
子

ご
っ
た
返
す
お
せ
ち
売
場
の
熱
気
よ
り
出
づ
れ
ば
外
は
初
雪
の
舞
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
口
陵
子

正
月
に
男
の
子
勇
輝
の
作
り
た
る
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
甘
く
て
う
ま
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
忠
子

田
の
畔く

ろ

に
群
が
る
雀
畝う
ね

ご
し
に
ね
ら
う
雄
猫
さ
か
り
を
過
ぎ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駒
走
チ
ミ

波
止
に
立
ち
海
鳥
に
餌
を
投
げ
あ
た
う
漁
師
の
胸
裡
は
夕
焼
小
焼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
郷
た
も
る

俳

柳

短

歌

芦北警察署からのお知らせ ※お問い合わせ
　芦北警察署　☎８２−３１１０

火災の種別を知っていますか？

その電話、『振り込め詐欺』かもしれません・・・

水俣芦北消防本部では、火災発生時に防災無線により火災種別の情報提供を行なっています。
その種別は次のとおりです。
❶建物火災　（建物又はその収容物）
❷林野火災　（森林、原野、牧野）
❸車両火災　（自動車車両、鉄道車両、被けん引車又はこれらの積載物）
❹船舶火災　（船舶又はその積載物）　　　　　　　　　　　　　　
❺航空機火災　（航空機又はその積載物）
❻その他の火災　（❶～❺までの火災以外で主に空地、田畑、道路、
　河川敷、ゴミ集積場等の火災）
　平成２１年の水俣・芦北消防署管内で発生した火災は、合わせて２７件でした。
そのうち芦北消防署管内で発生した火災は１４件で、建物火災 8 件、林野火災 1 件、
車両火災 3 件、その他の火災 2 件です。
　
　寒い季節で、特に火を使う機会が多くなると思います。
火のもとには十分注意して、火事を出さないようにしましょう。

３月１日から７日まで「春季全国火災予防運動」が実施されます

還付金詐欺

オレオレ詐欺 融資保証金詐欺

架空請求詐欺

もしもし、オレだけど・・・
会社の金を使い込んだ。ばれたらクビになってしまう。

社会保険事務所ですが、医療費の還付金があり
ます。申請方法を指示しますので、今からＡＴ
Ｍへ行ってください。

お金を融資します。
融資額の○％を保証金として先に振り込んでください。

お客様がご利用になったサイト利用料
金が未払いです。
お支払いない場合は裁判になります。

今
月
は
振
り
込
め
詐
欺
防
止
月
間
で
す
！

●還付金をＡＴＭで返金することは絶対にあ
りません。
●社会保険事務所などに連絡し、確認してく
ださい。

↑
対
策

●正規の融資会社が、融資前に
ＡＴＭでお金を振り込ませるこ
とはありません。

↑
対
策

●家族の一員でも疑う。
●家族で合言葉を決める。
●携帯電話が変わったと言われても
確認する。

↑
対
策

●見に覚えのない請求は無視する。
●問い合わせ先があっても連絡しな
い。

↑
対
策

少しでも「おかしい」と感じたら、振り込む前に芦北警察署（８２−３１１０）に相談してください。

人 口　　　２０，３９７人　　（ー２６）
男 　　　　９，５００人　　（ー１１）
女 　　　１０，８９７人　　（ー１５）

65 歳以上　　　　７，１２９人　　（＋６）
高齢者率　　　　　３５．０％　　（＋０. １）
世 帯 数　　　７，６４４世帯　　（−４）

人口のうごき（H22.2.1 現在）　　  　（　）内は前月比

お 誕 生 日 お め で と う
H22.1.1 〜 1.31　受付分（敬称略）

※本町窓口に届出を出された方で、承諾を得た方を掲載しています。
　町外に提出された方で、掲載を希望される場合は、役場秘書広報係まで
ご連絡ください。

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す
H22.1.1 〜 1.31　受付分（敬称略）

　 死亡日           亡くなられた方　    年齢　　行政区　

　　１.　 ２　　 峯　トヨ　　    １０３　  田浦町２
　　１.　 ２　　川尾　トミエ　　 ８３　　小田浦１
　　１.　 ３　　一本　幸雄　　　 ６７　　市野瀬
　　１.　 ４　　桑原　正　　　　 ９６　　宮崎
　　１.　 ４　　森川　ユリ　　　 ９１　　白岩
　　１.　 ５　　田畑　哲夫　　　 ８６　　小田浦４
　　１.　 ８　　勝田　義人　　　 ８５　　大野
　　１.　 ８　　一川　君子　　　 ７１　　市野瀬
　　１.　 ９　　盛里　梅　　　　 ８５　　本町
　　１. １４　　山下　二男　　　 ８３　　大野
　　１. １４　　浦　　輝子　　　 ８６　　田浦２
　　１. １４　　 田　二義　　　 ８１　　内木場
　　１. １５　　松永　マチエ　　 ９８　　田浦町２
　　１. １７　　福浦　清子　　　 ６０　　福浦
　　１. １８　　江口　フデ　　　 ９３　　海浦２
　　１. １８　　倉本　紀子　　　 ８１　　天月
　　１. ２０　　松岡　優　　　　 ７３　　計石東
　　１. ２２　　小坂　サトエ　　 ９５　　花岡東
　　１. ２４　　宮島　キミ子　　 ９３　　大川内南
　　１. ２４　　福山　定満　　　 ８８　　岩屋川内
　　１. ２７　　豊﨑　末喜　　　 ９８　　道川内西
　　１. ２８　　瀧井　淳子　　　 ８１　　湯浦北
　　１. ２９　　堂本　重成　　　 ７０　　井牟田２
※本町窓口に届出を出された方で、掲載の承諾を得た方を掲載しています。
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熊
本
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／
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発
行

日
／

平
成

２
２

年
２

月
９

日
発

　
行

／
芦

北
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編
集

／
総

務
課

印
　

刷
／

マ
ス

ミ
印

刷

２
０

１
０

２
月

　N
o.62

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
だ
よ
り

女島埋立地にイルミネーション

祝 

成
人これから１　の大人として

　

星
野
富
弘
美
術
館
で
は
、
３
月
７
日
（
日
）
ま
で
、

冬
の
常
設
展
「
花
と
風
景
詩
画
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

冬
を
彩
る
花
々
と
、
風
景
の
描
か
れ
た
詩
画
作
品
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

作品名「一枝の椿」

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
　
冬
の
常
設
展
「
花
と
風
景
詩
画
」 

▼
期
間　

12
月
16
日 （
水
）
～
３
月
７
日
（
日
）

▼
入
館
料　

一
般
（
高
校
生
以
上
）
５
０
０
円　

16
歳
未
満
（
中

学
生
以
下
）
３
０
０
円　

６
歳
未
満
（
就
学
児
未
満
）
無
料

団
体
割
引
、
障
が
い
者
割
引
、
年
間
フ
リ
ー
パ
ス
チ
ケ
ッ
ト
（
購

入
日
か
ら
１
年
間
有
効
）
も
有
り
ま
す
。

▼
開
館
時
間　

10
時 

～ 

18
時
（
４
月
１
日
～
９
月
30
日
）

　
　
　
　
　
　

９
時 

～ 

17
時
（
10
月
１
日
～
３
月
31
日
）　

▼
休
館
日　

第
２
・
４
月
曜
日

佐 敷 ・ 吉 尾 地 区 湯 浦 地 区

田 浦 地 区 大 野 地 区


